
東京医療保健大学アセスメントプラン 

令和 5年 1月 11日 

内部質保証推進会議決定 

 

1. アセスメントプランに基づく点検・評価実施の目的 

アセスメントプランは、本学の学生の学修成果の評価(アセスメント)について、そ

の目的、学位プログラム共通の考え方や評価指標、達成すべき質的水準及び具体的実

施方法などついて定めた学内の方針です。 

本学が定める３つのポリシー(「卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー:

ＤＰ)」、「教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー:ＣＰ)」、「入学者受入

れの方針(アドミッション・ポリシー:ＡＰ)」)に基づいて、本学の教育課程が有効に

機能しているかを、３つのレベル(大学全体レベル、学位プログラムレベル、授業科

目レベル)で、日常的・総合的に点検・評価します。 

 

2. 達成すべき質的水準 

〇卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー:ＤＰ) 

達成すべき質的水準は、大学、各学部・学科、各研究科、各専攻科が定めるＤＰ

を参照してください。 

〇教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー:ＣＰ) 

達成すべき質的水準は、大学、各学部・学科、各研究科、各専攻科が定めるＣＰ

を参照してください。 

〇入学者受入れの方針(アドミッション・ポリシー:ＡＰ) 

達成すべき質的水準は、大学、各学部・学科、各研究科、各専攻科が定めるＡＰ

を参照してください。 

 

3. 具体的な実施方法 

アセスメントプランに従い、各学位プログラムにおいて、日常的な点検(モニタリ

ング)や総合的な点検・評価を実施します。 

① 「大学全体レベル」は、全学委員会である「内部質保証推進会議」において、

④に定める各評価指標の分析結果や、「全学自己点検・評価委員会」から報告さ

れた各部局の点検・評価結果等を総合的に分析し、学修成果の総括的な検証等

を実施します。 

② 「学位プログラムレベル」は、各部局単位で対応します(各部局とは、各学部・

学科、各研究科、各専攻科をいう。以下、同じ。)。   

(1) 「学位プログラムレベル」については、各部局において、④に定める各評価



指標ごとに日常的な点検(モニタリング)を実施した上で、各年度終了後のタイ

ミングで、各「授業科目レベル」からの③(1)の点検・評価結果の報告も含め、

各部局内の委員会で実施する総合的な点検・評価を④の点検用フォーマットに

基づき実施します。 

(2) その後、各部局はその点検・評価結果を部局内で共有・周知するとともに、

「全学自己点検・評価委員会」に報告し、そこで検証後、学長に報告され、学

長は「内部質保証推進会議」において全学的見地から検証等を行います。   

(3) 検証の結果、各部局の取組について改善等が必要な場合には、学長は各部局

に対し改善指示等を行い、それに基づき各部局が具体の改善策を講じることと

なります。 

③ 「授業科目レベル」では、各授業科目担当教員で対応します。 

(1) 「授業科目レベル」については、各授業科目ごとに関係する教員間で、④

に定める各評価指標ごとに日常的な点検(モニタリング)を実施した上で、各

年度終了後のタイミングで総合的な点検・評価を④の点検用フォーマットに

基づき実施し、各部局内の委員会に点検・評価結果を報告します。 

(2) 検証の結果、「授業科目レベル」で改善等が必要な場合には、各部局で責任

をもって改善等を行い、その改善結果を「全学自己点検・評価委員会」に報

告します。 

(3) 一つの授業科目を複数人で担当する科目については、各部局が定める科目

責任者等が統括し、点検・評価結果等を取りまとめることとします(非常勤講

師等の場合も含む)。 

④ 具体的な評価指標や点検実施時期及び点検用フォーマット等については、別表

１及び別表２のとおりです。 

 

 

附則 令和５年１０月１８日 一部改正 



アセスメントプランにおける各レベルごとの評価指標及び点検実施時期 
 

レベル 対応するポリシー 評価指標 点検実施時期 

1.大学全体 

レベル 

ディプロマ・ポリシー 

(DP) 

学位授与率 ３月 

卒業率 ３月 

就職率/進学率 ４月 

国家試験合格率(国家試験対策模擬試験の対応含む) ３月 

各種資格取得状況(デジタル証明/MDASH含む) ３月 

卒業時アンケート調査 １月 

卒後アンケート(卒業後１年経過生対象) ９月 

国際交流・海外研修関連参加率 ３月 

学部横断型教育プログラムの評価 

データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル） 
３月 

カリキュラム・ポリシー 

(CP) 

授業評価アンケート ７月/１１月 

学生の学修に関する実態調査(注４) １２月/３月 

年次別学生数(進級率/休学率/退学率) ３月/９月 

課外活動実施・参加率 全学年度を通じて 

教職員の業務内容の整理・点検の実施状況 ３月 

アドミッション・ポリシー 

(AP) 

入学試験（形態別） 入学前 

入学率 入学時 

2.学位 

プログラム 

レベル 

ディプロマ・ポリシー 

(DP) 

ｆＧＰＡによる成績評価の状況把握 ３月/９月 

学位授与率 ３月 

卒業率 ３月 

就職率/進学率 ４月 

国家試験合格率(国家試験対策模擬試験の対応含む) ３月 

各種資格取得状況(デジタル証明/MDASH含む) ３月 

卒業時アンケート調査 １月 

就職先アンケート調査 ９月 

卒後アンケート(卒業後１年経過生対象) ９月 

保健師課程/各種教職課程の履修者・課程修了者 ３月 

国際交流・海外研修関連参加率 ３月 

ディプロマサプリメント ３月 

修士論文・博士論文 ３月 

研究成果報告会 ３月 

カリキュラム・ポリシー 

(CP) 

ｆＧＰＡによる成績評価の状況把握 ３月/９月 

修得単位数 ３月 

プレイスメントテスト ３月 

授業評価アンケート ７月/１１月 

学生の学修に関する実態調査(注４) １２月/３月 

年次別学生数(進級率/休学率/退学率) ３月/９月 

課外活動実施・参加率 全学年度を通じて 

学修履歴(ポートフォリオ) 全学年度を通じて 

教職員の業務内容の整理・点検の実施状況 ３月 

アドミッション・ポリシー 

(AP) 

入学試験(形態別) 入学前 

入学率 入学時 

新入生合同合宿研修の参加率、満足度調査 ５月 

入学前教育課題提出率(参加率) ５月 

プレイスメントテスト ４月 

新入生オリエンテーション(ICTリテラシー教育含む) ４月 

情報リテラシーのオリエンテーション評価 ４月 

3.授業科目 

レベル 

カリキュラム・ポリシー 

(CP) 

プレイスメントテスト ３月 

授業評価アンケート ７月/１１月 

成績評価 各学期末 

学修履歴(ポートフォリオ) 全学年度を通じて 

シラバス点検内容とシラバスチェック（第３者評価） １２月 

アドミッション・ポリシー 

(AP) 

入学試験(形態別) 入学前 

プレイスメントテスト ４月 

 

【別表1】 



(注) 

1．３つのポリシーに関する点検等については、各レベルにおいて、 

①  ディプロマ・ポリシーに関しては、卒業時・卒業後において、ディプロマ・ポリシーを満たす人材になったかどうかの視

点で点検等を行います。 

 ② カリキュラム・ポリシーに関しては、学生の在学中において、カリキュラム・ポリシーに則って学修が進められているか

どうかの視点で点検等を行います。 

 ③ アドミッション・ポリシーに関しては、学生の入学前・入学後において、アドミッション・ポリシーを満たす人材かどうかの

視点で点検等を行います。 

２．評価指標については、カリキュラムの特性等に合わせて、適切に追加又は取捨選択して実施してください。また、評価

指標は、経年的に評価し、評価指標としての信頼性・妥当性の検証を行い、必要に応じて適宜見直しを行います。 

３．点検実施時期については、記載の実施時期をめどに評価を行うとともに、評価指標を用いた時点から経年的評価も行

います。 

４．「学生の学修に関する実態調査」はDXを活用した学修への主体性ならびに学習歴の可視化のため、2023年度以降、以

下のように進めます。 

  １）2023年度はアウトプット指標として各学生の①LMS利用時間の中央値、②各科目のLMS利用率を、大学全体および

学部・学科別で評価する。 

  ２）学修成果（アウトカム）をLMS利用時間ならびにLMS利用率の向上とし、半期で5％向上とする（アウトカム指標）。 

  ３）上記アウトプット指標によるアウトカムを測定するため、2023年12月に前期セメスター（2023.4-9月）、2024年3月に後

期セメスター（2023.10-2024.3）を測定し、記述統計ならびに学生・学科・学部・大学全体をそれぞれ比較する。 

  ４）2024年度は上記3）の結果を踏まえ、KPIを立案する 

  ５）上記は学修基盤推進室ならびにIR推進室が協力し、実施する。 

５．実際の分析・評価の際には、評価のための分析方法に関しても、別表２「点検用フォーマット」に具体的に記述し分析・

評価するとともに、分析方法も毎年点検・評価を行います。 

 
 

 

 



 

アセスメントプランに係る点検用フォーマット 

レベル 対応するポリシー 評価指標 点検実施時期 指標別評価 全体評価 

1.大学 

全体 

レベル 

 

 

ディプロマ・ポリシー 

(DP) 

学位授与率 ３月   

卒業率 ３月  

就職率/進学率 ４月  

国家試験合格率(国家試験対策模擬試験の対応含む) ３月  

各種資格取得状況(デジタル証明/MDASH含む) ３月  

卒業時アンケート調査 １月  

卒後アンケート(卒業後１年経過生対象) ９月  

国際交流・海外研修関連参加率 ３月  

学部横断型教育プログラムの評価 

データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル） 
３月 

 

カリキュラム・ポリシー 

(CP) 

授業評価アンケート ７月/１１月   

学生の学修に関する実態調査(注７) １２月/３月  

年次別学生数(進級率/休学率/退学率) ３月/９月  

課外活動実施・参加率 全学年度を通じて  

教職員の業務内容の整理・点検の実施状況 ３月  

アドミッション・ポリシー 

(AP) 

入学試験（形態別） 入学前   

入学率 入学時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別表2-1】 



 

部局名                     
 

アセスメントプランに係る点検用フォーマット 

レベル 対応するポリシー 評価指標 点検実施時期 指標別評価 全体評価 

 

 

2.学位 

プログ 

ラム 

レベル 

ディプロマ・ポリシー 

(DP) 

ｆＧＰＡによる成績評価の状況把握 ３月/９月   

学位授与率 ３月  

卒業率 ３月  

就職率/進学率 ４月  

国家試験合格率(国家試験対策模擬試験の対応含む) ３月  

各種資格取得状況(デジタル証明/MDASH含む) ３月  

卒業時アンケート調査 １月  

就職先アンケート調査 ９月  

卒後アンケート(卒業後１年経過生対象) ９月  

保健師課程/各種教職課程の履修者・課程修了者 ３月  

国際交流・海外研修関連参加率 ３月  

ディプロマサプリメント ３月  

修士論文・博士論文 ３月  

研究成果報告会 ３月  

カリキュラム・ポリシー 

(CP) 

ｆＧＰＡによる成績評価の状況把握 ３月/９月   

修得単位数 ３月  

プレイスメントテスト ３月  

授業評価アンケート ７月/１１月  

学生の学修に関する実態調査(注７) １２月/３月  

年次別学生数(進級率/休学率/退学率) ３月/９月  

課外活動実施・参加率 全学年度を通じて  

学修履歴(ポートフォリオ) 全学年度を通じて  

教職員の業務内容の整理・点検の実施状況 ３月  

アドミッション・ポリシー 

(AP) 

入学試験(形態別) 入学前   

入学率 入学時  

新入生合同合宿研修の参加率、満足度調査 ５月  

入学前教育課題提出率(参加率) ５月  

プレイスメントテスト ４月  

新入生オリエンテーション(ICTリテラシー教育含む) ４月  

情報リテラシーのオリエンテーション評価 ４月  

 

 

 

【別表2-2】 



 

 

 

                                                     担当授業科目名                  

                                                    担当教員氏名                    

 

アセスメントプランに係る点検用フォーマット 

 

レベル 対応するポリシー 評価指標 点検実施時期 指標別評価 全体評価 

3.授業 

科目 

レベル 

カリキュラム・ポリシー 

(CP) 

プレイスメントテスト ３月   

授業評価アンケート ７月/１１月  

成績評価 各学期末  

学修履歴(ポートフォリオ) 全学年度を通じて  

シラバス点検内容とシラバスチェック（第３者評価） １２月  

アドミッション・ポリシー 

(AP) 

入学試験(形態別) 入学前   

プレイスメントテスト ４月  

 
(注) 

１．点検用フォーマットの記載については、「1.大学全体レベル」は内部質保証推進会議で、「2.学位プログラムレベル」は各部局単位で、「3.授業科目レベル」は授業を担当する教員がそれぞれ対応 

してください。 

２．３つのポリシーに関する点検等については、各レベルにおいて、 

① ディプロマ・ポリシーに関しては、卒業時・卒業後において、ディプロマ・ポリシーを満たす人材になったかどうかの視点で点検等を行います。 

 ② カリキュラム・ポリシーに関しては、学生の在学中において、カリキュラム・ポリシーに則って学修が進められているかどうかの視点で点検等を行います。 

 ③ アドミッション・ポリシーに関しては、学生の入学前・入学後において、アドミッション・ポリシーを満たす人材かどうかの視点で点検等を行います。 

３．評価指標については、カリキュラムの特性等に合わせて、適切に追加又は取捨選択して実施してください。 

４．点検実施時期については、記載の実施時期をめどに評価を行ってください。 

５．「指標別評価」欄には、各「ポリシー」内の各「評価指標」ごとに、評価実施時期において点検し、分析方法も含め、その評価結果を記入してください。 

６．「全体評価」欄には、各「ポリシー」内の各「評価別指標」ごとの評価結果を総括して、年度終了後の点検・評価時に評価結果を記入してください。 

７．「学生の学修に関する実態調査」はDXを活用した学修への主体性ならびに学習歴の可視化のため、2023年度以降、以下のように進めます。 

  １）2023年度はアウトプット指標として各学生の①LMS利用時間の中央値、②各科目のLMS利用率を、大学全体および学部・学科別で評価する。 

  ２）学修成果（アウトカム）をLMS利用時間ならびにLMS利用率の向上とし、半期で5％向上とする（アウトカム指標）。 

  ３）上記アウトプット指標によるアウトカムを測定するため、2023年12月に前期セメスター（2023.4-9月）、2024年3月に後期セメスター（2023.10-2024.3）を測定し、記述統計ならびに学生・学科・学

部・大学全体をそれぞれ比較する。 

  ４）2024年度は上記3）の結果を踏まえ、KPIを立案する 

  ５）上記は学修基盤推進室ならびにIR推進室が協力し、実施する。 

 

【別表2-3】 
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